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巻頭言・就任ご挨拶
　４月から、岡山セラミックスセンターの研究所長として着任いたしました。
　岡山県備前地域は、日本の耐火物の三分の一を生産している耐火物関連企業集積地です。
耐火物は鉄鋼、セメント、ガラスなどの基幹素材産業にとって必須の材料であり、極めて重
要な役割を担っています。これらの素材産業は、半世紀前に始まった高度経済成長に合わせ
て、製造プロセスなどの技術革新が急速に進み、耐火物産業もその発展に大きく貢献してき
ました。その結果として、耐火物の使用環境が過酷化するにも拘わらず、耐用期間は延び、
同時に耐火物生産量の減少という皮肉な結果も生みました。
　このような状況下で、大学などアカデミアの耐火物分野への参画は殆ど無くなりました。
　しかし、耐火物は基幹素材産業を支える基本材料であり、それゆえに今後も耐火物技術の
重要性は変わることはありません。
　当財団はこのような状況を鑑み、日本唯一の耐火物に関する公的研究機関であるとの自覚
を元に、産業として必要とされている耐火物評価技術の充実、更なる新規評価技術の確立な
どに軸足を置いた研究開発を進めていきたいと考えております。
　また、耐火物技術を工学へと進化発展させるべく、耐火物教育システムの充実に努めて参
ります。
　今後とも、皆様方には当センターを積極的に御利用いただき、耐火物関連産業の発展を共
に目指すことで、地域産業の活性化を図って参りますので、引き続き御指導、ご鞭撻をいた
だきたくお願いいたします。
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